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1. はじめに 

近年，近赤外線カメラが夜間の監視目的で頻繁に利用さ

れている．しかし，そこから得られる画像は目に見えない

近赤外線を疑似的に彩色したものであるため，人が知覚す

る通常のカラー画像と比べて違和感が大きいという問題点

がある． 

そこで，本稿では近赤外線画像の自然な着色を目的とし

て，物体認識用のセグメンテーション技術と CNN を組み

合わせた画像のカラー化手法を提案する． 

2. 先行研究 

2.1 概要 

先行研究の 1 つに 3 層構造の CNN を用いた近赤外線画

像のカラー化に関する手法 [1] が提案されている．本来は

近赤外線画像に色空間の概念はないが，カメラの出力は疑

似的に着色された RGB 信号または YCbCr 信号である．こ

のため，各成分を疑似 Y成分，疑似 Cb成分，疑似 Cr成分

と仮定する．近赤外線画像から得られる疑似 YCbCr 成分

を 3 層 CNN に入力することで，着色された画像の YCbCr

成分が出力される．  

2.2 問題点 

図 1 に従来手法を用いて近赤外線画像を着色した結果の

一例を示す．従来手法では，服の色に対する肌色の混入や

影に青みを帯びているものが散見された．これは近赤外線

画像のみの入力では CNN が適切に顔や服，およびそれら

の境界線を認識できていないことが考えられる． 

 

 

 

  

 

表 1 3層 CNNのパラメータ 

 第 1層 第 2層 第 3層 

フィルタサイズ 5 × 5 5 × 5 3 × 3 

特徴マップ数 256 128 3 

学習係数 10-3 10-3 10-3 

 

3. 提案手法 

図 2に提案手法の処理の流れを示す．まず，voc-fcn8s [2]

 に疑似 RGB 成分を入力し，画像内の物体がピクセル単位

でクラス分類されたセグメンテーション画像を得る．得ら

れるセグメンテーション画像はラベル画像であるが，グレ

ースケール画像に変換し 1ch で取り扱う．近赤外線画像の

疑似 YCbCr成分とセグメンテーション画像を合わせて 4ch

とし，従来手法で用いた 3 層 CNN に入力する．最終的に，

CNN から出力された YCbCr 成分を合成することで目的の

カラー画像を得る． 

4. 評価実験 

4.1 実験内容 

 本研究では，従来手法と提案手法を用いて近赤外線画像

のカラー化を行った．表 1 に 3 層 CNN のパラメータを示

す．活性化関数は ReLUを使用した． 
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(c) 処理画像 (a) カラー画像 (b) 近赤外線画像 

図 1 従来手法を用いて着色した画像の一例 

図 2  提案手法の処理の流れ 
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表 2 各手法で着色された評価用画像の PSNR 

評価用画像 
PSNR [dB] 

従来手法 提案手法 

(i) 23.04 23.12 

(ii) 23.47 23.36 

(iii) 23.46 23.81 

(iv) 24.12 24.90 

平均値 23.52 23.80 

 

学習用画像は Sonyの赤外線カメラ HDR-HC1を使って上

半身を赤外線モードとカラーモードで交互に撮影すること

で作成したデータセット 20 枚を用いる．また，評価用画

像には学習用画像とは異なる 4 枚の赤外線画像を用いた．

学習用画像及び評価用画像のサイズはいずれも

640 ×480pixel である．評価項目は，主観的評価と Peak 

Signal-to-Noise Ratio(PSNR)とする．PSNR とは元画像との

類似度を示す客観的な指標であり，以下の式で求められる． 

PSNR=20 log
10

255

√MSE
 (1) 

ここで，幅 m，高さ nの出力画像を I，理想画像を Rとす

ると，MSE（平均二乗誤差）は， 

MSE=
1

3
×

1

mn
∑ ∑ ∑[I(i,j,l) - R(i,j,l)]2

n

j=1

m

i=1l∈R,G,B

 (2) 

と表される． 

4.2 実験結果と考察 

図 3 に実験結果の一例を示す．従来手法，提案手法にお

ける処理結果とカラー画像を比較すると，従来手法よりも

服の色に対する肌色の混入量，影に対する青みを軽減でき

ていることが分かる．これは，人間の輪郭を入力に加える

ことで，人間に特化した推論を行ったことが要因であると

考えられる． 

次に，表 2 に着色した評価用画像の PSNR を示す．提案

手法では従来手法と比べて，平均で 0.28dB の向上が見ら

れた．従来手法では画像全体で大きな面積を占めるカーテ

ンを重視した学習を行ったことが原因で PSNR が低下した

と考えられる．それに対して，提案手法では人間と背景を

分けてより適切な学習ができたと考えられる． 

5. まとめ 

本稿では，赤外線画像に対して，より自然な着色を目的

として，セグメンテーションを導入した CNN による赤外

線画像のカラー化手法を提案した．評価実験の結果，従来

手法と比較して平均で 0.28 dB，最高で 0.78 dBの PSNR値

の向上が見られ，服の色に対する肌色の混入や影の青みの

軽減が確認できた．今後は屋外のより複雑な背景の元で提

案手法の実用性を検証する必要がある．  
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カラー画像(i)  疑似赤外線画像(i) 

図 3  処理結果 

提案手法(i) 従来手法(i) 

カラー画像(ii)  疑似赤外線画像(ii) 提案手法(ii) 従来手法(ii) 

カラー画像(iii)  疑似赤外線画像(iii) 提案手法(iii) 従来手法(iii) 

カラー画像(iv)  疑似赤外線画像(iv) 提案手法(iv) 従来手法(iv) 
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